










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る。研究発表は、 「朱熹の跋文における「感情」の表象」 （招待講演：國學院大學中國學會第六一回大会） （二〇一八年 月一六日）等を行った。　
中国文学分野の牧角悦子教授は、論考として 「 “花
開”或是“花笑” ―中日文化交流的一個側面」 （ 『第九届中日学者古代史論壇文集 中国社会科学院歴史研究所・日本東方学会・黄河文明伝承與現代文明建設河南省協同創新中心編、二〇一八年五月、七〇
－
八八頁） 、研究発表として「経学と 学―詩経研究例として」 （第一〇回日中学者古代史論壇「学際化する中国学」 、二〇一八年五月二〇日）等がある。　
同じく中国文学分野の伊藤晋太郎教授は、ま
























研究」は、 「文化研究に基盤」を置いた「小説、音楽、映画、アニメなどを包括的に指し示す概念としての「コンテンツ」を対象に、東アジア文化圏におけるその特性とは何かという問題」を解明るために、本年度は第一期として、 『東アジア文化共同体の確認』 、 『東アジア文化共同体の現在』 、『東アジア文化共同体の近代』 、といった三つの基軸で展開し 。なお、ここで 圏おける儒学的影響を文化圏共通の枠として、 「コンテンツ」の展開を研究の中心に設定する。　『東アジア文化共同体の確認』として、二〇一八年一〇月一日に東アジア学術総合研究所・ＳＲＦ共催講演会として、本 で儒学 と教育についての講演とシンポジウムを行っ 。哲学者鷲田小彌太氏、在日中国大使夫人汪婉氏を招き 日本人にとっ 「論語」および儒学文化についてさまざまな立場からの分析が試みられた。　『東アジア文化共同体の現在』として、二〇一八年一一月三日に松本健太郎准教授を責任者に寧波大学でシンポジウムを行った。中国の若者たちにおける日本のゲーム文化 受容のあり様 検証することを大きなテーマとしたのである。松本は日本の事例として「外国人からみた日本型コミュニケーションを再考する
　
――ラーメンズの『日本




年一二月二三日に江藤茂博を責任者に長崎歴史文化博物館でシンポジウムを行った。幕末明治期の長崎を事例に、東アジアでの文化の共同性を検証したのであった。中国から長崎に移 てきた人たちの文化交流、長崎市出身の梅屋庄吉の東アジアでの活動について、メディ 論、日中 交流史、映画史などの視座から報告と検証が行われた。映画と言うビジネスが、商業性を手 する場合には、必ず他者の欲望を仮想することは必至 ある　
以上、今回確認した近代から現代まで、日本文
化は儒学思想の影響が大きかった。その日本文化が持つ外国文化のまなざしを内面化する異文 受容の基本的なスタイルに、大きな変 は無かったかもしれない。最初に本プロ ェクトが提議した、一八世紀から現在に至るまで、文化 生成
･ 接触・
衝突・変 ・融合をつうじて形成された東アジアにおける都市文化の組成を把捉するために、まず東アジアの儒学文化 共有現象を確認することを、ここでは試みたものである。その結果 日本及び東アジアの文化現象にみられる他者のまなざしの内面化という問題が、儒学思想とどのように関係にあるのかを次 年度の検証課題としたい。
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